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諫早高校について

先日、諫早高校の入試説明会があり参加してきましたので、その内容についてお知らせします。

はじめに、諫早高校の定員は７クラス２８０名ですが、そのうち３クラス１２０名は附属中学校からの進

学者がいるので、募集定員は160名です。このうち20％32名が前期選抜の定員で、残りの128名が

後期の選抜定員ということになります。

諫早高校の特色として、Ａ特色選抜をア区分とイ区分に分けていることがあげられます。ア区分という

のは、「学力枠」です。イ区分は「文武両道枠」です。Ｂ文化スポーツ特別選抜は指定の部活動が陸上

競技、バレーボール、剣道、野球の4競技になってしまうので、これ以外の部活動（文化部など）で頑張

った人は、こちらで出願することになります。

イ区分では、出願の際に「活動履歴書」が必要となります。これは評価を希望する公式試合などを2

つまで書くことができるものです。大会区分（全国大会、九州大会など）、大会名称（主催者名）、学年、

結果、出場状況の詳細、賞状等の添付書類の有無について記載します。

中体連主催でなくても、上位の大会（地区大会よりも県大会、県大会よりも九州大会、九州大会より

も全国大会）を記載してほしいということでした。

また、部活動において務めた「リーダーとしての役職」（例えばキャプテンなど）を書く必要がありま

す。

入試について

募集学科・募集定員

課程・学科名 募集定員 前期選抜 後期選抜

全日制普通科 16０名 32名
A特色選抜 募集定員から前期選抜で

B文化スポーツ特別選抜 8名以内 の合格者数を除いた数

通学区域

前期選抜 後期選抜

A特色選抜 B文化スポーツ特別選抜 県央学区・調整区域

県央学区・調整区域
県全域

学区外から、「１1名から前期選抜での学区外合

学区外から2名まで 格者数を除いた数」の入学が許可される

A特色選抜

（１）求める生徒像

① Ａ特色選抜 ア区分

・人物が優れており、高校入学後も向上しようという意欲の強い生徒

・学業成績が優れており、向学心が旺盛で主体的な学習者として、日々努力できる生徒

② Ａ特色選抜 イ区分

・人物が優れており、高校入学後も向上しようという意欲の強い生徒

・学業及び部活動において文武両道を体現し、入学後もリーダーシップを発揮し、協働的に活

動できる生徒

③ Ｂ文化・スポーツ特別選抜

・人物が優れており、高校入学後も向上しようという意欲の強い生徒

・体育的活動で顕著な成績を残し、入学後も継続して活躍が期待できる生徒。

なお、体育的活動に係る競技は、陸上競技・バレーボール・剣道・野球の４競技に限る。

前期選抜の選抜方法

選抜区分 検査の方法
各検査項目の比重

調査書等 面接

A特色選抜 面接 5 5

B文化スポーツ特別選抜 面接 3 7

後期選抜の選抜方法

各検査項目の比重 各教科の配点

調査書等 学力検査 面接 国語 社会 数学 理科 英語

２ ７ １ １5０ １００ １５０ １００ １５０ ※国語と数学と英語に１．５倍の傾斜配点

定時制について

諫早高校には大村高校と同様、定時制があります。定時制入試は、以前は2月に推薦入試が実施さ

れていたのですが、前・後期試験になってから、2月の試験はなくなりました。定時制に前期選抜はあり

ません。全日制の後期選抜と同じ日程で行われるのがⅠ期検査。後期選抜の合格発表後に行われる

のがⅡ期検査とよばれます。Ⅰ期検査は全日制後期試験とまったく同じ日程で行われます。

Ⅱ期選抜は作文・面接のみで学力検査はありません。定時制選抜ではⅠ期、Ⅱ期ともに「追検査」

は実施されません。

定時制を卒業するには、4年間で76単位すべてを修得する必要があります。余分な単位はないの

で、1科目もおろそかにはできません。全科目合格しなければ卒業できません。

定通併修制度について

定時制の修業年限は4年間ですが、希望する生徒には3年間で卒業できる制度（定通併修制度）が

あります。これは4年時に学ぶ授業内容を、通信制高校（鳴滝高校通信制）で修得することにより3年

間で卒業できるという制度です。通信制での併修は2年生と3年生の2年間かけて行います。この制度

については、１年生の3学期に説明するそうです。

入学生のほとんどが定時制を見学してから入学しているそうです。保護者から直接の連絡で構わな

いので、まずは学校の様子を見てほしいとのことでした。


